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２月２８日(水)、東京・田町交通ビルにおいて開催され、貨物鉄産労からは関東地区本部組合員

が参加しました。  

集会は、外崎事務局長(東海ユニオン)の進行で始まり、主催者を代表し挨拶に立った今井議

長(東海ユニオン)は、２０２４春季生活闘争・安全対策・組織対策・政策課題・政治活動等を交えな

がら、関東地方協議会がＯＮＥ・ＴＥＡＭとなり２０２４春闘を取り組もう、と挨拶がありました。 

 

来賓挨拶では、連合東京吉岡会長代行、関東交運労協八木

事務局次長、各々より御挨拶を頂き、ＪＲ連合宮野企画局長に

よる基調講演では、『２０２４春季生活闘争の基調、ＪＲ連合の賃

上げ要求、総合生活改善および政策・制度について、ＪＲグルー

プ全体で生み出した付加価値の適正配分について』述べて頂

き、その後、加盟単組及びグループ労組による春闘に取り組む

決意表明が行われ、集会アピール(案)を提起し、今井議長によ

る「団結がんばろう」で集会を締めくくりました。 

 


